
摂
津
の
四
季
耕
作
図

月
次
絵
の
継
承
と
展
開

藤

井

裕

之

は
じ
め
に

摂津の四季耕作図

筆
者

は
平
成

三

年

三

〇
〇
〇
)
春
、
霧

先

で
あ
る
吹
田
市
立
博
物
館

に
お
い
て
平
成

一
二
年
度
特
別
展

雇

耕
の
風
景

ー

摂

津

の
四
季
耕
作
図
」
展
を
担
当
し
た
。

.、
の
展
覧
会
は
、
旧
摂
津
国
地
域

に
お
い
て
特

長

間

に
残
さ
れ
て
き
た
四
季
耕
作
図
を
集
め

る

.」
と

に
よ
り
、

そ

.」
か
ら
何

か
地
域

の
特
徴

は
見

、瓦
て

.」
な

い
か
と

い
う

意
図

の
も

と

に
企
画
開
催

し

た
も

の
で
あ

る
・

そ

の
結

果

得

ら
れ
た
特
徴

に
つ
い
て
は
、
当
展
覧
会
図
録

に
お
い
て
河
野
通
明
氏

に
ご
寄
稿

い
た
だ

痘

。
本
稿

で
は
・
河
野

氏
の
論

に
導

か
れ

つ
つ
・

摂
津
地
域

の
四
季
耕
作
図

の
特
徴

の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
月
次
絵

の
継
承
と
展
開

に
つ
い
て
、
論
じ
て
み
よ
う
と
思

う
。

一

月
次
絵

月
次
絵

と
は
、
中
国
絵
画
の
唐
絵

に
対
し
て
平
安
時
代

か
ら
描

か
れ
た
呆

の
風
景
を
描
く

「
や
ま
と
絵
」

の
画
題

で
あ

る
・
当
初
は
・
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和
歌

か
ら

の
発
想

に
よ
る
景
物

を
絵
画
化
し
、
正
月
か
ら
歳
末

の

三

か
月

の
月

々
に
ふ
さ
わ
し

い
風
俗
や
行
事
、
自
然

の
風
禦

屏
風
、

衝

立

に
描

か
れ
た
・

た
だ

し
、

こ

の
時

代

の
月
次
絵

は

現
存

し

て
お
ら
ず
、

一
〇

世
紀

以
後

の
詩

歌

集

に
残

さ
れ
た
和
歌

な

ど

に
よ

っ
て

絵
様

を

み
て

と
る

こ
と
が

で
き

る
。
農

作
業

と
し

て
は
田
打

ち
、

田
植

え
、
稲

刈

り
な
ど

が
季
節

、
月

を
袋

す

る
行

事

と
し

て
描

か
れ

ム
　

　

て

い
た

と
考

え
ら

れ

て

い
る
。

や
が

て
・
中
世
末

か
ら
近
世

に
は
特

に
人
事
系

颪

俗
画
的
要
素
を
加
味
す
る
傾
向

に
よ
り
和
歌

か
ら
の
発
想

に
フ、
だ
わ
、b
ず
、
畠

な
意

図
を

も

っ
て
描

か
れ
、
内

容

も
豊
富

に
な

り
、

ま
た
、
多

様

な
画
面

形
式

が
生

み
出

さ

れ
、
中

世

に
お

い
て
は
漢

画
系

、
近
世

に
入

る
と
あ

ら

ゆ
る
流
派

や
画
黍

制

作

す

る
よ

う

に
な
る
。

そ
う

し

て
大

和
画
系

の
み
の
手

に
よ
る
古

代

の
月

次
絵

と

は
性
格

を
変

.葛

が
、

月
次

の
行
事

風
俗
や
自
然

の
風
物
を
対
象
と
す
る
点

で
は
異
質

の
も
の
で
は
な
く
、
月
次
景
物
画

と
し
て
の
特
徴
が
表

れ
、
近
代
ま
で

ハ
ヨ
　

そ

の
伝
統

が
継

承

さ
れ

て

い
く
。

河

野
通
明

氏

に
よ

る
と
・
日
本

で
は
裏

、
絵

は
神

仏

へ
の
願

い
を
届

け

る

芳

法

で
あ

り
、
月

次
絵

も
政

の
絵

で
あ

っ
た
。

人

々
は

天
災

地
変

が
起

こ
ら
ず
豊

作

で
兵
乱

の
な

い
平
和

な
状

態

は
神

の
加

護

に
よ

っ
て
実

現
す

る
も

の
と
考

え
、
神

々
を
祭

る
.」
と

.、
そ

マ
ッ

リ
ゴ
ト
n
政
治
と
考
え
・
天
皇

や
公
家
が
そ

の
神
祭
り
に
粗
相
の
な

い
よ
う

に
ス
ケ
ジ

ュ
ル

に
の
せ
て
取
り
組
ん
だ
の
が
年
中
行
事
で

　
れ

　

あ

り
・

宮
廷

の
月
次

絵

も
月
日

の
穏

や

か
な
推

移

を
ね

が
う
宗

教
的
政

治
的

な
意

味
を

も

つ
も

の
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、

一
年

の
季
節

の

変
化

・
月

々

の
行

事

を
描
く

こ
と

に
よ

り
、

天
変
地

異

や

凶
作

な

ど
な

く
、

一
年

の
順

調
な
流

れ
を
目
窺

化

し
、

め

で
た

く

一
年

が
経

過

す

る
こ
と
を

示
し
・
神

に
祈

る
吉

祥
画

と
し

て

の
性
格

を
有

し

て

い
た
。
月
次

絵

は
祝
儀

の
場

に
披
露

す

る
た

め

に
描

か
れ
、

四
〇

歳
以

降

δ

年
ご
と
に
行
な
わ
れ
る
年
寿

の
祝

い
で
あ
る
讐

や
成
婚

の
祝

い
の
場

に
用

い
ら
れ
る
例
が
知
ら
れ
る
の
も

こ
.つ
し
た
士
口
祥
画

の
性
格

を
も

っ
て

い
た
た

め

で
あ

ろ
う
。
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二

四
季
耕
作
図
の
展
開
と
月
次
絵

摂津の四季耕作図

四
季
耕
作
図
は
、
.」
。つ
し
た
月
次
絵

と
関
係

が
深
く
、
四
季
耕
作
図
は
月
次
絵

の
伝
統
の
う
え
に
室
町
時
代

に
伝
え
ら
れ
た
中
国
耕
織

図

の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
中
国

の
耕
織
図
は
、
皇
帝
が
民
の
労
苦
を
知

っ
て
自
ら
の
政
治
姿
勢
を
正
す
鑑
戒
画
で
・
耕

は
稲
作
、
織
は
養
蚕
、
機
織

の
作
業
を
描

い
て
い
る
。

こ
う
し

て
成
立
し
た
四
季
耕
作
図

の
展
開
は
、
以
下

の
四

つ
の
時
期

に
分
け
て
考
え
ら
れ
て
い
疑
。

第

一
期

は
、

一
五
i

一
六
世
紀
で
、
初
期
狩
野
派

に
よ
る
中
国
耕
織
図
を
粉
本
と
し
た
水
墨
基
調

の
中
国
の
風
景
、
人
物
を
描

い
た
漢

画
的
作
品
。

第

二
期
は
、

エ
ハ
世
紀
後
半
⊥

七
世
紀
初
頭

に
か
け
て
で
、
こ
の
時
期

に
月
次
絵

の
影
響

が
現
れ
て
く
る
・
そ
の
特
徴
は
・
様

々
な

流
派

に
よ

っ
て
醤

基
調

の
カ
ラ
フ
ル
な
金
屏
風

に
、
畠

奔
放
な
多
く

の
人
物
が
描

か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
・
金
雲
・
金
地

の
洛
中
洛
外

図
、
ま
た
、
月
次
絵

の
伝
統
を
踏
ま
え
、
各
階
層
を
網
羅
し
、
季
節

の
変
化
や
推
移

に
応
じ
て
登
場
す
る
人
物

の
描
写
を
本
位

と
し
な
が

ら
月
次

の
諸
行
事

の
変
化
と
展
開
を
も

っ
て
全
体
を
構
成
し
て

い
る
月
次
風
俗
図
屏
風

(東
京
国
立
博
物
館
蔵
)

と
同
時
代
同
要
素
を
も

つ
。
袋

作
と
し
て
例
、濠

、
金
沢
市
大
乗
寺

に
あ

る
伝
狩
野
光
信
と
さ
れ
る
四
季
耕
作
図
屏
風
は
、
金
雲
の
中

に
カ
ラ
フ
ル
な
農
作
業

を
描
き
、
京
都
市

の
蔵
王
堂
光
福
寺
所
蔵

の
春
耕
図
絵
馬
は
天
和

二
年

(
=
ハ
八
二
)
で
時
代
が
下
が

る
が
、
金
雲

の
中

に
田
植
え
を
ク

へ
ぢ

ね

ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し

て
描
く
月
次
絵

の
伝
統
を
引
く
作
品

で
あ
り
、
町
絵
師
が

こ
う
し
た
大
和
絵

の
作
品
を
継
承
し
た
作
品

と

い
え
証
。

第
三
期

は
、

一
七
世
紀
中

.
後
半

で
、
江
戸
狩
野
派

の
幕
府
御
用
絵
師
を
務
め
た
狩
野
探
幽
が
枯
淡
な
水
墨
風
景
画

へ
再
び
戻
し
・
余

白

の
多

い
、
農
村

の
風
情
を
描

い
た
。

第

四
期
は
、

天

⊥

九
世
紀
で
、
内
容
が
多
様
化
し
、
写
実
性

の
高

い
絵
手
本
が
出
版

さ
れ
、
庶
民
に
も
広
ま
る
・
ま
た
・
絵
馬
や
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陶

器
、
着

物
、

漆

工
芸

な
ど

の
多

様

な
分

野

の
意
匠

と
し

て
採

用

さ

れ
る
。
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三

洛
中
洛
外
図

第

二
期

の
四
季
耕
作
図
と
同
時
代

に
隆
盛

し
、
同
じ
特
徴
を
も

つ
洛
中
洛
外
図
は
、
洛
中
洛
外

の
景
観
を
各
階
層

の
人

々
の
生
活
や
季

節

の
風
物
詩
を
織

り
込
み
な
が
ら
鳥
鰍
的

に
生
き
生
き
と
描
く
金
碧

の
都
市
風
俗
画
で
あ
り
、
近
世
初
期
風
俗
画

の
根
幹

と
さ
れ
る
。
そ

の
成
立
は

=
ハ
世
紀
前
半

と
さ
れ
、
国
立
歴
史
民
侮

物
館
甲
本
や
東
京
国
立
博
物
館
薩

本
と
い

っ
た
初
期

の
作
。
叩
に
は
、
年
中
行
事

や
季
節
の
風
物
と

い
っ
た
歳
時
窺

則
正
し
く
描

か
れ
、
月
次
絵

の
要
素
が
顕
著
で
あ
る
。
.、
の
要
蓄

、
そ
が
、
洛
中
洛
外
図
成
立
の
母

胎

と

な

っ
た

と
さ

れ

て

い
る
。

現
存

す

る
最
も
古

い
洛
中
洛
外

図

の
作
品

は
、

国
立

歴
史

民
俗
博

物
館

甲
本

で
、
大

永

五
年

二

五

二
五
)

を
上
限

と
し
、

天
文

五
年

二

五
三

六
)
が

下
限

と

さ
れ
る
。
武

田
恒

夫
氏

の
研
究

に
よ

る
と
、

洛
中

洛
外

を
下

京
、
上

京

に
分

け
、

各

階
層

の
生

活

の
模

様

を
詳

細

に
伝

え
・
梅
花

・
鶯

合
、

桃
花

、
桜
花

、

田
起

こ
し
、

鶏
合

、
鷹
狩

、
麦
秋

、

田
植

、瓦
、
筍

、
桃
売

り
、

虫目
柳
、

祇
園
会

、
水

浴
、
孟

蘭
盆
会

・
稲
穂

・
稲

刈

り
、
脱
穀

、
紅

葉
、

刈

田
、

雪
山

、
冬

枯

れ
な

ど
、

洛
中

洛
外

に
お
け

る
月

次

の
諸

行
事

や
諸
景
物

が
季

節

の
リ

ズ

ム
や
推
移

に

つ
れ

て
順
序

よ
く
展

開

す
る

こ
と

に
主

眼

を

お

い
て
描

か

れ
、

月
次
絵

の
要

素

が
顕
著

に
み
ら

れ
る
。

し

か
し
、

そ

の
後

、
洛
中

洛
外

図

は
、

む
し

ろ
時

世

の
変

化

を
重
視

す

る
風
俗
画

の
特

徴
を

示
す

展
開

を

み
る
。

織

田
信
長

が
上
杉
謙

信

に
贈

っ
た

と
さ
れ

る
上
杉
本

で
は
、

将
軍

邸

・
管

領

邸
対
内

裏

・
祇
園
会

の
構

図

と
な

り
、

金
碧

画
面
構

成

で
年
中
行

事
や
諸

風
俗

が

葭

と
豊
富

に
盛

り

込
ま

れ
、

著

し
く
賑

々
し

い
が
、

描

か
れ

る
諸
事
象

が
多

く
な

っ
た
結

果
、

季
節

の
リ
ズ

ム
や
推
移

が
崩

れ

、
む

し

ろ
時
世

の
動
き
や
風
俗
獲

に
主
眼
を
向

け
始
め
る
。

そ
の
極

み
が
舟
木
本

で
、
方
広
寺
大
仏
殿

と
二
条
城

の
対
比
を
名

美

ア

ッ
プ

し
慶

長
最
末
年
・
大
坂
の
陣
直
前

の
豊
臣

と
徳
川
の
対
立
を
背
景

に
し
た
騒
然
と
し
た
町
中

の
里
ハ常
な
賑
わ
い
を
描

い
て
い
る
。
そ
し



て
、
そ
こ
で
は
、
月
次
景
物
画
的
歳
時
は
著
し
く
稀
薄
化
し
、
世
相

に
強

い
関
心
が
示
さ
れ
る
。

そ
の
風
俗
画
と
し

て
の
特
徴
も
や
が
て
、
寛
永
期

に
は
終
焉
を
迎
え
る
。
風
俗
画
と
し
て
の
洛
中
洛
外
図
を
推
し
進

め
て

き
た
狩
野
派

は
、
元
和
僅
武
を
迎
え
、
徳
川
幕
府

の
文
治
政
策

へ
の
転
換

を
機

に
再
び
月
次
景
物
を
主
題
化
す
る
よ

う

に
な
り
・
洛
中
を
主
た
る
舞
台

に
十
二
か
月

の
諸
行
事
や
歳
時
を
配
す
る
景
物

に
注
目
し
た
洛
中
月
次
景
物
画
が
現
れ
都
。

や
が

て
、
江
戸
中
期
以
降
は
、
支
持
層
が
町
人

へ
と
変
化
し
、
町
絵
師

に
よ

っ
て
趣
向

に
応
じ
た
も

の
と
し
て
、
仕
込
絵
と
し

て
描
か

れ
る
。
様
式

の
形
式
化
、
図
様
が
固
定
化
し
、
太
平
を
表
象
す
る
吉
祥
的
な
画
題
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
正
月
・
節
句
・
祭
礼

に
広
間

に

飾
ら
れ
た
り
、
嫁

入
り
屏
風
と
さ
れ
、
染
織
関
係

の
図
様

に
採
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う

に
も
な
ハ娩
。
井
原
西
鶴

の

百

本
永
代
越

巻

二

「
世
界
の
借
屋
大
将
」

に
は
、
京

の
分
限
者

で
あ
る
藤
市
が
娘

の
嫁
入
り
屏
風
と
し

て

「洛
中
尽
」
や

「
源
氏

・
伊
勢
物
語
」

で
は
な
く
・

「多

田
銀
山
」

の
絵

を
求

め

る
と

い

っ
た
件

が
描

か
れ

て

い
る
。

落

中
尽
L

と

い
う
名

は
、

洛
中

月
次
景

物
画

を
想
起

さ

せ
・

ま

た
・
嫁

入
り
屏
風

と
し

て
当

時

「
洛
中
尽
」

が

一
般
的

な

も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を
う

か
が

わ

せ
る
。

こ
の
よ
う

に
洛

中

洛
外
図

は
、
月

次
絵

を
母

胎

に
し

て
成

立

し
、
風
俗

画

と
し

て
展
開

し

た

の
ち
、

再
び

月
次
景
物

画

と
な

り
・

や
が

て
吉
祥

画

と
し

て
庶

民
層

に
受

け
入

れ
ら

れ

て

い
く

の

で
あ

る
。

摂津の四季耕作図

四

摂
津
の
四
季
耕
作
図

摂
津
地
域

の
民
間

に
残
さ
れ

て
き
た
四
季
耕
作
図
の
形
態

と
し
て
は
、
屏
風
の
作
品
が
比
較
的
多

い
。
そ
し
て
、
そ
の
特
徴

と
し
て
月

次
絵

の
伝
統
を
継
承
し
、
十

二
か
月

の
景
物

の
中

に
農
作
業
を
描

い
て

い
る
こ
と
。
洛
中
洛
外
図
を
思
わ
せ
る
金
碧
屏
風
、
ま
た
、
こ
れ

ら
双
方

を
備

(峡

る

.」
と
が
あ
げ

ら

れ
る
。

フ」
・つ
し
た
特
徴

を

も

つ
作

・闘

を
以
下

に
紹

介

す

る
が
、
そ

の
分
析

の
助

け

と
し

て
、

河
野
通

明
氏

に
な
ら

い
、
屏

風

の
各
隻
ご

と

に
画
面

を
左
右

方
向

に
は
各
扇

で
分

け
、
上

下
方
向

は
四
等
分

し

て
上

か
ら
A
、

B
、

C
、

D
区

と
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し

て

〈
扇

・
区

〉

の
座

標

で
位

置

が
確
認

で
き

る
よ
う

に
し
、

あ

わ
せ

て
、

人
物

の
分
布

を
各
座

標
ご

と

に
数

え
、
分
布
表

に
示
し

た
。

ま
た
・

月
次
絵

を
継

承

し
た
作

品

に
は
、
当

然
稲

作
以
外

の
テ

ー

マ
が
描

か
れ
て
も

い
る
。

そ

こ

で
、
稲

作
以

外

の
内
容

が

ど
れ

ほ
ど
描

か
れ

て

い
る

の
か
を
把
握

す
る
た

め

に
、
稲

作

と

そ
れ
以
外

の
テ
ー

マ
に
分

け

て
、
各

々

の
人
数

と

そ

の
比
率

も
出

し

て
み
た
。
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(
一
)
月
次
絵

の
伝
統

(1
)

四
季
耕
作

図
屏

風

六
曲

一
双

各

一
五

二

・
五

×
三

五

四
セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル

尼
崎

市

宮
崎

修
氏
蔵

右
隻

に

「
角
鹿

東
山

罵

」

の
落
款

、

「
[
]
口
」

の
白

文
方

印

と

「東

山
」

の
朱

文
方

印
。

左
隻

に

「角

鹿
東

山
」

の
落
款

、
「
口

口
」

の

白

文
方

印

と

君

東

L

の
朱
文
方

印
が

あ

る
。

こ
れ
ら

よ
り
、

石

垣
東

山

の
筆

で
あ

る

.」
と
が

わ
か
る
。
東

山

は
越
前

敦
賀

出
身

で
、

京

都

に
出
て
田
中
暴

の
門
下
と
な
り
、
画
を
学

ぶ
。
敦
賀

に
戻

っ
て
越
前
鞠
山
藩

に
仕
え
、
天
保

三

年

(
一
八
里

)
、
藩
主

に
随
伴

し

て
来
坂

し
・
藩

主

が
江
戸

へ
赴

任
後
、

大

坂

に
と
ど

ま
り
、
画

道

に
専

念

し
た
。

明
治

九
年

(
一
八
七
六

)
七

二
歳

で
大

坂
南
新

町

で

ハ
む

ね

死
去

し

て

い
(魏
。

な

お
、

田
中

日
華

は
、

四
条
円

山
派

の
絵

師

で
、

岡
本
豊
彦

の
山目同
弟

で
あ

る
。

六
曲

一
双

の
各
扇

に

一
二
か
月

の
各

月

を
配
列

し
、

一
二

か
月

の
景
物

の
中

に
農

作

業

を
描

く
月

次
絵

の
伝
統

を
継
承

し

た
作

品

で
あ

る
・
上

部

の
A
区

は
空

・

B
区

は
空

と
遠

景

の
山
、

隣
村

が
配

さ

れ
る
た

め
人
物
が

描

か
れ

る

の
は
、

ほ

と
ん
ど
が

C
、

D
区

で
脅

、

そ

の
割

合

は
C
区

が

四
三
パ

↓

ン
ト
、

D
区
が

五
五

パ

↓

ン
ト
で

ほ
ぼ
五
分

で
あ

る
。
農
作

業

も
C
、

D
区

に
配

さ
れ

て
右

か
ら
左

へ
と
展
開

し

て

い
く
。
農

作
業

は
C
区

に
多

く
描

か
れ
る
傾
向

に
あ

っ
て
D
区

に
も
農

作
業

を
配

す

る
の
は
、

A
区
が

ま

っ
た

く
空
だ

け

の
た

め
絵

の
構

図
が
全

体

に
下

に
配

さ

れ
た

た
め

で
あ

ろ
う

(図

1

.
表

1
参

照
)
。

農
作
業

は
・

右
隻

に
池

に
漬

け

て
お

い
た
種
籾
俵

を
引

き
上
げ

る

〈
右

3
D
>

(図

m
)
.

そ

の

天

は

・

に
牛

玉
宝
印

を
く

わ
え

る
.

種
籾

莚

の
上

で
乾
燥

〈
右

3
D
>

(図

m
)
、
苗

代

へ
の
種
籾

蒔

き

〈
右

3

C
>

(図

9
)
、
鍬

で
田
を
耕

起

く
右

4

D
v
、

馬
鍬

で

の
代

 か
き

〈
右

4
D
>

(図

n
)、

牛
玉

宝
印

の
挿

さ
れ

た
苗

代

で
鳴

子

で
鳥

を

お
ど
す
翁

と

子
ど
も

〈右

4
C
>

(図

U
)
。
翁

は
藁

縄

も
絢

っ
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て

い
る

。

苗

運

び

〈
右

5

C

>

(
図

12
)
、

ご

ざ

蓑

、

笠

を

着

け

て

の

田

植

え

〈
右

5

C

>

(
図

12

)
、

草

取

り

〈
右

6

C

>

(図

14
)
・

ふ

り

に
が

い

〈
右

6

D
>

や

踏

車

〈
右

6

C
>

に
よ

る
羅

(図

U
)
、

昼

飯
持

ち

〈
右

6
C
>

(図

M
)
。
左

隻

は
稲

刈

り

〈
左

3
C
>

(図

蜷
)
、

舟

や
牛

の
背

て
ん
び

ん
棒

で
の
稲
束

運

び

〈
左

3
D
>

(劉

)
、

四
段

の
稲

架
掛

け

〈
左

4
C
>
、
千

歯
扱

き

に
よ

る
脱
穀

く
左

4

D
v

(図

16
)
、
籾

を

ふ
ご

に
入

れ

て
の
運
搬

〈
左

4

D
>

(図

聡
)
、
唐

箕

に
よ

る
選

別

〈
左

4

D
>

(図

焔
)
、
土

日

に
よ

る
籾

す

り

〈
左

4
C
>

(図

照
)
、
唐

竿
打

ち

〈左

5
D
>
、
斗

升

を
使

っ
て
の
俵

詰

め

〈
左

4

・
5
D
>
、

俵
締

め

〈
左

5
D
>
・
蔵

入
れ

〈左

5
C

・

D
>

が
描

か
れ

る
。

稲

作

す

べ
て

の
過
程

を
描

い
て
い
る
わ
け

で
は

な
く

、
稲

作

以

外

で
は
、
岩

山

か

ら
落

ち

る
滝

の
水

を
利

用

し

た
水
車

〈
右

ユ
D
>
・

大
根

洗

い

〈
右

-
D
>
、
厩

〈
右

2
D
>
、
羅

り

〈右

2
D

>
、

叉
手
網

を
担

い
で
魚
捕

り

に

い
く
父
子

〈
右

4
C
>
・
鎮

守
社

へ
の
参

拝

〈右

4
C
>
、
木

立

の
枝
払

い

〈
右

5
D
>
、
川

遊
び

を
す

る
子

〈
右

5
C
>
、

茄

子

の
収
穫

〈
右

5
C
>
、
水
辺

の
水

鳥

〈
右

5
C
>
・

と
ん

ぼ
釣

り
を
す

る
子

〈右

6
C
>

(図

M
)
、

つ
な

ぬ
き
を
履

い
た
行
商

人

〈
左

5
D
>
、

生

け
花

を
す

る
翁

〈
左

5

D
>
・

オ
ケ
ナ

ン
バ
を
履

い
て

の
大
根

洗

い

〈
左

6

D
>
、
遠
方

に
見

え

る
隣

村

な

ど
、
農

村

の
風
俗

が
描

か

れ
て

い
る
。
絵

師

の
関

心

は
特

に
門
松

・

し
め
縄

・

嚢

〈
右

2
C
>

(図

8
)
、
猿

回
し

〈
右

2
D
>

な

ど

の
正
月

風
景

菖
蒲

を
屋
根

に
あ

げ

る
五
月
節

句

〈
右

5
D
>

(図

B
×

盆
踊

り

〈
左

1
C
>
、
七
夕

飾

り

〈左

1

.
2
B
>
、

十

五
夜

の
月
見

〈
左

2
D
>
、

餅

つ
き

の
準

備

〈
左

6
D
>
、
雪

景
色

の
隣
村

で
門
松

の
準
備

用

の
木

を
持

ち
帰

る
人

〈
左

5
B
>

な
ど
、

月

々

の
年
中

行
事

も
取

り

込

み
、

四
季

の
う

つ
ろ

い
の
農
村

風
俗

を
描

く

こ
と

に
あ

っ
た
。

そ
の
た
め
、
農
閑
期
や
農
作
業

の
少
な
い

三

月

か
ら

二
月
、
七
、
八
月
が
描
か
れ
る
有

、
右
二
、
左

一
、
左

二
・
左
六
扇

に
は
農
作

業

が
描

か
れ
て
い
な

い
。
稲
作
の
作
業

に
関

わ
る
人
物

と
そ
の
他

の
人
物

の
人
数
比
も
五
ニ
パ
↓

ン
ト
と
四
八
パ
↓

ン
ト
で
ほ
ぼ
半

分
ず

つ
と
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
る

(表

1
参
照
)
。
描
か
れ
た
人
物

は
、
八
七
人
と
比
較
的
多

く
、
特

に
風
俗
描
写

は
生

き
生
き
と

写
実
性

に
富
み
、
近
世
末

の
農
村
風
俗
資
料
と
し

て
価
値
が
高

い
。

(2
)
農
耕
図
貼
交
屏
風

二
曲

一
隻

一
五
五

×

一
七
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

尼
崎
市

岡
治
孝
雄
氏
蔵
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二
曲

の
屏

風

に
六
枚

の
色
紙

形
が
貼

ら

れ
、
各

々
、
様

々
な
金
雲

の
中

に
絵
が

描

か
れ

る
。

描

か
れ

る
内
容

は
①

小

川
を
挟

ん

で
馬
を

引

き
連

れ
・

鍬

や

て
ん
び

ん
棒

を
持

つ
農

夫

が
何

か
を

言

い
争

っ
て
お
り
、
水
争

い
の
よ
う

で
あ

る
。
②

牛

玉
宝
印

を
挿

し
た
苗

代

で

の

種
籾

蒔

き
・
鍬

に
よ

る
水

・
の
手

入

れ
、

黎

に
よ

る
耕

起
、

施

肥
、
③

稲

刈

り

と
馬

に
よ

る
稲

束

の
運
搬

(図

5
)
、
④

菊

に
綿

を

か

ぶ

せ

て
朝

露
を

と

る
菊

の
き

せ
綿

を
描

く
重
陽

の
節
句

(図

6
)
、
⑤
俵
詰

め
、

馬

に
よ

る
俵

の
運
搬

(図

7
)
、
⑥

馬
鍬

で

の
代

か
き
、

早

乙
女

に
よ

る
田
植

え

(図

4
)

で
あ

る
。
⑤

の
升

か
ら
桶

に
米

を
入

れ
る
作
業

と
俵
締

め
は
、
元
禄

一
〇

年

(
一
六
九

七
)

に
刊
行

さ

れ

た
宮
崎
安
貞

の

震

業
全
書
』
が
粉
本

に
な

っ
て
い
る
。
馬
鍬
、
黎

の
牛

は
鞍
を

つ
け
な

い
首
引
き
法
と
鞭
を
持

つ
中
国
式

で
あ
り
、
人

物
は
男

性

は
烏

帽

子
を

つ
け

て

い
る

こ
と
が
多
く
、

中
世

以
前

の
様

を
描

い
て

い
る
。

衣
装

は
男
女

と
も

派
手

で
農

村

の
実

態

と

し
て
は

描

か
れ

て

い
な

い
・
大

和
絵

の
耕
作

図

で
重
陽

の
節
句

が
描

か
れ
、

田
植

え

と
稲

刈

り
前
後

を
中

、心
と

し

て
お
り
、
月
次
絵

の
伝
統

を

ひ

く
作

品

で
あ

ろ
う
。

144

(
二
)
金
碧
屏
風

(3
)

四
季
耕

作

図
屏
風

六
曲

一
双

各

一
五

六

・
四

×
三
五
三

・
五

セ

ン
チ

メ
ー
ト

ル

池

田
市

谷

田
史

朗
氏

蔵

A
区

全
面

と

B
区
・

D
区

の
お
よ

そ
半
分

が
金
地

で
あ

り
、

た

い

へ
ん
派
手

で
華

や

か
な
町
絵

師

の
作
。
㎜
で
あ

る
。

そ

の
た

め
、
人
物

の
配

置
分

布
比

は
・

A
区

は
○

パ
↓

ン
ト
、

D
区

は
六

パ
↓

ン
ト
、

B
区

も

二
四
パ

↓

ン
ト

で
、

C
区

が
七
〇

パ

↓

ン
ト
と
七

 割

を

占

め

る

(
図

2

・
表

2

参

照

)
。

稲

作

の
作

業

は

・

右

隻

で

は

B

区

、

C

区

を

上

下

し

な

が

ら

、

左

隻

で

は
、

C

区

を

中

、心
に

一
部

D

区

に
も

及

ん

で
右

か

ら

左

へ
と
流

れ

て

い
く

。

そ

の

内

容

は

、

右

隻

は

種

籾

蒔

き

〈
右

1

・
2

B

>

(図

17
)
、

藁

塚

〈
右

2

C

>
、

摯

に
よ

る

耕

起

〈
右

2

.
3

B

.
C

>

(
図

B
)
・

鍬

に
よ

る

田

均

し

く
右

3

・
4

B
v
、

苗

取

り

〈
右

5

C

>

(図

n
)
、

苗

運

び

〈
右

4

C

>

〈
右

5

C

>

(図

P

)
、

田

植

え

〈
右

4

C

>

〈
右

4

・
5

C

V

(図

19

・
20
)
、

左

隻

は
、

ふ

り

に

が

い

に

よ

る

灌

概

〈
左

1

C

>

(図

21

)
、

草

取

り

〈
左

1

C

>

〈
左

2

C

>



(
図

22

)
、

稲

刈

り

〈
左

3

D

>

〈
左

6

C

>
、

稲

束

運

び

〈
左

3

C

>
、

こ

き

箸

に

よ

る
脱

穀

〈
左

3

C

>

(図

お
)
・

団

一扇

と

箕

に
よ

る

風

選

〈
左

4

C
>
、

土

日

に

よ

る

籾

す

り

〈
左

4

C

>

(男

)
、
唐

竿

打

ち

〈
左

4

・
5

C
>

(図

26

)
、

稲

架

掛

け

〈
左

5

C

>
・

俵

運

び

〈
左

5
c

>
を
描

く
。

田
植

、尺
、
草

取
り
、

稲
刈

り
が

二
か
所

に
登

場

し
、

そ

の
画
面

に
占

め

る
割

合

も

比
較

的
大

き
く
・

田
植

え
・
稲

刈
り

を
中

心

に
描

く
月
次
絵

の
伝

統

を

み
て
と

登

」
と
が

で
き
る
。

ま
た
、
種

籾
蒔

き
、

黎

に
よ

る
耕
起

、
苗

運
び

や

田
植

え
・

昼
飯
持

ち

(図

20
)
、

ふ
り

に
が

い
、

草
取

り
、

こ
き
箸

に
よ

る
脱
穀

、
籾

す

り

は
、
享
保

一
八
年

(
一
七

三

三
)
刊

行

の
貝

原
益

軒

の

『女

大

学
宝
箱

』

が
粉
本

と
な

っ
て

い
る
。
稲

作

の
作

業

以
外

に
も

て
ん
び

ん
棒

で
籠

や
タ

ン
ゴ
を
担

っ
た
り
鍬

を
担

ぐ

人
・
茶
店

で

の
飲

食

の

風

景

〈
右

-
D
>

〈
右

2
C
>
、

願

人
坊

主

〈
右

4

B
>

(図

お
)
、
池

の
樋

に

の
ぼ

っ
て

と

ん

ぼ

釣

り

を

す

る

子

〈
左

2

C

.
D
>

(図

羽
)
、
子

ど
も

を
抱

い
た
り
北目
負

・つ
女
性

〈
右

5
C
等

〉
、

ふ
ご

に
入

れ
た

子
を
担

ぐ
男

性

〈
右

4
C
>
、
き

せ

る

の
た
ば

こ
を

一
服

す

る

男
性

〈
左

3
C
>
、
道

を
行

き
交

う
人

々
の
様

子
な

ど

を
描

き
、

登
場

人
物

は
全
部

で
九

八
人

と
多

く
、
茶
店

や
道

を
行

き
交

う

人

々
と

い

っ
た
街

道

の
様

を
描

き
、

そ

.」
に
描

か
れ

た
人

の
風

貌

は
衣
装

の
柄

を

こ
き

」
と
く
異

に
し
、

髪
形

も
農
村

の
そ

れ

で
は
な

く
洗

練

さ

　
り
　

れ
た
都
市

の
も

の
で
あ
る
。
絵
師
は
農
作
業
よ
り
む
し
ろ
農
村
風
俗

に
関
心
が
あ
り
、
し
か
も
そ

こ
に
は
都
市
風
俗

が
取

り
入
れ
ら
れ
て

い
る
。
稲
作

の
作
業

に
関
わ
る
人
物
と
そ
の
他

の
人
物
と
の
人
数
比
は
六

一
パ
↓

ン
ト
と
三
九
パ

ー
セ
ン
ト
で
・
稲
作
を
描
く
方
が
多

い
が
、

四
割
近

く

は
他

の
人
物

を
描

い
て
い
る

こ
と

に
な

る

(表

2
参

照
)
。

こ
う

し

た
上
部

、

下
部

に
金

地

を
配

す

る
同

様

の
作

品

が

　
け

　

　お

ロ

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

と
横
浜
開
港
資
料
館

に
も
あ
る
。

摂津の四季耕作図

(三
)
月
次
絵

の
伝
統
を
も

つ
金
碧
屏
風

(
4
)
農

事
歳
時

記
絵
屏

風

六
曲

一
双

各

一
五

六

・
五

×
三

五
九

セ

ン
チ

メ
ー
ト

ル

豊

中
市

藤
井

裕
氏

蔵

(3
)

と
同
様

、
金
地

、
金

雲

の
洛
中

洛
外
図

屏
風

を
思

わ

せ
る
華

や

か
な

町
絵
師

の
作

品

で
あ

る
。

二
扇

を

ひ
と
ま

と
ま

り

に
・

そ

の

上
部

と
下

部
を

分
け
、

三

か
月

の
・つ
ち

の
ひ
と
月

の
風
俗

を
描

き
込

む
。
稲
作

の
作

業

と
し

て

は
、

右
隻

で

は
・
黎

に
よ

る
耕
起

く
右
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5

A

v

(図

38

)
・

種

籾

蒔

き

〈
右

6

B

>

(
響

)
、

苗

籠

で

の
苗

運

び

〈
右

5

B
>

(図

35
)
、

田
植

え

〈
右

5

B

>

(
図

訪

)
、

草

取

り

〈
右

6
B
>

(図

3・
)
・

ふ
り

に
が

い
で

の
灌

概

〈
右

5
C
>

が
描

か

れ

る
。
左

隻

に
は

踏

車

で

の
灌

概

〈
左

-

A
>

(図

36
)
、

草

取

り

く
左

-

●
2
A
v
・

ふ
り

に
が

い
で

の
藏

〈
左

2
A
>
、
施
肥

〈
左

2
C
>
、
稲

刈

り

〈
左

3
A

.
B
>

(男

)
、
稲
束

運
び

〈
左

3

B
>
、

稲

架
掛

け

く左

3
B
v
・
唐

竿
打

ち

〈
左

3

C
>

(圏

)
、

こ
き
箸

で

の
脱
穀

〈
左

4
C

>

(劉

)
、
土

日

で
の
籾

す

り

〈
左

4
C
>

(図

謎
)
・
箕

で

の
風

選

〈
左

4
C
>

(圏

)
、
蔵

入

れ

〈左

3

・
4
C
>

が
描

か
れ

る
.

ま

た
、

〈亨

B
>

〈
右

3

C
>

に
麦

の
実

っ
た
様

子
を
描

き
・
〈
右

4
C

>

で
は
麦
刈

り
、

〈
右

3

D
v

で
は
千

歯
扱

き

で

の
脱
穀
、

唐
竿

打

ち

(男

)
、

〈
右

4
D
>

で
は
俵
詰

め
、

蔵

入

れ

と
麦

作
が
描

か
れ

て

い
る

の
が
特

徴

で
あ

る
.

ま
た
、

〈
右

3

B
>
〈
右

4
B
v

〈右

4

C
>

で
は
、
畑

で

の
耕

起
、

施
肥

と

い

っ
た
作

業

も
描

か
れ

る
・

三

か
月

の
風
俗

を
描

く

た
め

に
麦

作
、
畑

作

の
作
業

も
描

く

こ
と

に
な

っ
た

と
考

え
ら

れ
る
。

黎

に
よ

る
耕
起

・
籾

す
り
、

こ
き
箸

で
の
脱

穀

は
、
貝
原
益

軒

の

『
女
大
学

宝
箱

』
を
粉

本

と
し

て
お
り
、

唐
竿

も
参
考

と
し

て

い
る

よ
う

で
あ

る
。

稲

作

の
過
程

を
す

べ
て
描

く

こ
と
な

く
、

そ

の
作
業

が
描

か
れ

る

の
は
、
右
隻

3
～

6
扇

、
左
隻

ー

4
扇

で
、

A
区

か
ら
D
区

ま

で

大

き
な
振

幅

を
も

っ
て
描

か
れ
る
。
描

か

れ
な

い
部

分

が
あ

る

の
は
、

(-
)

の
作

。㎜
と
同

様

三

か
月

の
・つ
ち
、

農
閑

期

の

=

月

か

ら

二
月

と
な

っ
て

い
る

(図

3
参

照
)
.

そ

れ

は
、

月

々

の
配
置

場

面

に
よ

っ
て
描

か
れ

る

た
め

で
あ

り
、

つ
ま
り
、
本

図

は
、
門

松
、

し

め
縄

の
張

ら
れ
た
家

で

の
年
始

の
挨
拶

、
萬

歳
、

羽

つ
き

〈
右

-
A
>

(奥

)
、

凧
あ
げ

〈
右

-
B
>

と

い

っ
た
正

月
風
景
、

二
月
初

午

の
稲

荷

の
祭

礼

〈
亨

・
2
C

・
D
>

(図

卿
)
、

梅
花

〈
右

2
C

・
D
>
、
桜

花

〈
右

3

.
4
A
>
、
蛍

狩

り

〈
右

6

A
>

(図

訂
)
、
盆

踊

り

〈
左

2
B
>

(図

お
)
・

大
勢

の
見
物

人

の
前

を
神

輿

と
山
車

が
巡
幸

す

る
天

響

の
秋
祭

り

く左

5

.
6

A

.
B
v

(図

姐
)
、
年
末

の
餅

つ
き

く
左

5

.
6

C

・
D
v

(図

39
)

と
年
中
行

事

を
描

角

次

絵

の
系
統

の
作

・㎜
で
あ

る
。

ま

た
、

駕

籠
を

担

い
だ

り
、
旅

人
や

職

人
ら

し
き
人
・
茶

店

で
の
飲
食

く亨

D
v
、
米
俵

姦

せ

た
大

八
車

〈
左

6
B
>

で
荷
物

を

運

ぶ
人

々
な

ど
多

く

の
人

が
通

り

を
行

き
交

い
、

そ

こ

に
面

し
た
家

々
や
店

の
賑

わ

い
は
農
村

の
風
景

よ

り
も
都
会

的

な
情
景

を
描

い
て

い
る
。
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登

場
人

物

は
D
区

が

一
七

パ

ー

セ
ン
ト
と
や

や
低

い
が
、

A
区
～

D
区

ま

で
満

遍
な

く
人
物

が
配

さ

れ
、
画
面

全
体

に
所
狭

し
と
描

か

れ
、
実

に
四
五

四
人
を
数

え
、

そ

の
賑

や
か
さ

を
裏

付

け

て

い
る
。

ま
た

そ

の
人
物

の
、
稲

作

に
関

わ

る
人

と
そ

の
他

の
人

の
人
数
比

は
、

一
七

パ

ー
セ

ン
ト
と

八
三
パ

ー

セ

ン
ト

で
、

人
数

の
上

か
ら

は
、

稲
作

は
付

け
足

し
と

い

っ
た
印
象

す
ら

受
け

る

(表

3
参

照
)
。

洛
中

洛
外

図

と
同

形
式

の
金
碧

の
都

市
風
俗

図

の
中

に
、
月
次
絵

と
し

て
月

々

の
風
物

の
中

に
四
季

の
農

作
業

を
織

り
込
ん
だ
作

品

と

い
え
、
洛

中
洛

外
図

と

の
共

通
性

が
極

め
て
強

い
作

品

で
あ

る
。

こ
う

し

た
金
碧
屏

風

と
し

て
人
物

の
分
布

と
そ

の
人
数

の
多

さ
か
ら

は
、

第

二
期

の
四
季
耕

作

図

の
特

徴

を
有

し

て

い
る

こ
と
が
認

め
ら

れ

る
。

摂

津
地

域

の
民
間

に
残

さ
れ

た
四
季
耕

作
図

は
、

月
次
絵

を
継

承
し

た
作
品

が
多

く
、

さ
ら

に
、
洛
中

洛
外

図

を
思

わ

せ
る
金
碧
屏

風

に
所
狭

し

と
多

く

の
人
物

を
描

く
様

は
、
第

二
期

の
四
季
耕
作

図

が
和
様

化

し

て
町
絵
師

へ
継

承

さ
れ

た
作
品

と

と
ら
え
ら

れ

る
。

こ

こ

に
は
四
季
耕

作
図

の
成
立

に
大

き
な
影
響

を
与

え

た
中

国
耕

織

図

(狩

野
派

)

の
影
響

を

み

て
と

る

こ
と

は
で
き

な

い
。

ま
た
、

(3
)

(
4
)

に
み
ら
れ

る
町
絵
師

の
作

品

に
は
、
粉

本

と
し

て

『女

大

学
宝

箱
』

が

よ
く

用

い
ら

れ

る

と

い
う

の
も
特

徴

の

ひ
と

つ
で
あ

る
。

ハ
お
　

同
様

の
作
品

で
あ
る
横
浜
開
港
資
料
館
蔵
の
作
品
も

『
女
大
学
宝
箱
』
が
粉
本

に
用

い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

五

地
域
性

摂津の四季耕作図

摂
津

の
四
季
耕

作
図

は
、

町
絵
師

の
作

品

と
し

て
月

次
絵

や
金
碧

屏
風

が

べ
ー

ス
で
あ

り
、
第

二
期

の
四
季
耕
作

図

と
同

時
代

、
同
要

素

と

さ

れ
る
洛
中

洛
外
図

と
共
通

の
特

徴

を
も

っ
て

い
る
。

ま

た
、

こ

の
両
者

は
、
庶

民

へ
の
普

及

の
面

で
も
共
通

性
を

も

っ
て
お
り
、

そ
れ

は
町
絵
師

の
手

に
委

ね

ら
れ
、
仕

込
絵

と
し

て
描

か
れ
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

で
あ

る
。
先

に
洛
中

洛
外

図

の
町
人

へ
の
普

及

に
吉

祥
画

と
し

て
正
月
、

節
句

、
祭

礼

に
飾

ら

れ
、
嫁

入

り
屏
風

と

さ
れ
、
染

織

の
図

様

と
さ

れ
た

こ
と
を
指

摘

し
た
。
庶

民
層

へ
の
受

け
入

れ
基
盤

と
し

て
見

た
場
合

、

四
季
耕
作

図

も
摂

津

に
限

っ
た

こ

と
で
は
な

い
が
、

ま

っ
た
く
同

様

の
受

け
入

れ
ら
れ
方

を

し

て

い
る
。

四
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リ
リ

季
耕
作

図

の
受
容

の

一
因

は
、

め

で
た

い
豊
作

へ
の
過

程

を
描

き
、

そ

の
豊
作

を

予
祝

す

る
吉
祥

画

で
あ

っ
た

た
め

と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、

両
者

が
庶

民
層

へ
浸
透

す

る
背
景

に
は
吉

祥
画

と

し

て

の
側
面

が
あ

り
、

こ
れ

は
月

次
絵

以
来

の
特
徴

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
考

え
る

と
摂

津
地
域

は
、

吉
祥

画

と
し

て

の
月
次

絵

が
描

か
れ

て
き

た
伝

統

を
も

つ
上
方

に
位

置

し
、

月
次
絵

を
継

承

し
た
新

た
な
吉
祥

画

と
し

て

の
四
季

耕
作

図
が
描

か
れ

る
土

壌
が

あ

っ
た

と
思
わ

れ
る
。

上
方

に
お

い
て
は
、
第

二
期

の
四
季
耕

作

図
が

江
戸
後

期

に
至

っ
て
も

町
絵
師

に
ま

で
継

承

さ
れ

て

い
き
、

そ
れ

が
庶

民
層

へ
浸
透

し

て

い
く

の
で
あ
り
、

第

三
期

の
狩
野
派

の
影

響

は
受

け
な

か

っ
た

と
考

え
ら

れ
る
。

一
方
、

江
戸

は
鑑
戒

画

と
し

て

の
中

国
耕
織

図

が

べ

　
　
　

ー

ス
で
あ

り
、
相
模

原
市

立
博

物
館

で

一
九

九
九
年

に
開
催

さ
れ

た

「描

か
れ
た
農
耕

の
世

界
」
展

で
は
、
神

奈
川

県
と

そ

の
周
辺

か
ら

数
多

く

の
四
季
耕
作

図

が
集

め
ら

れ
、
中

国
耕
織

図

の
影
響

の
強

さ

と
と
も

に
探

幽
以

降

の
江
戸
狩

野
派

の
動
向

が

み

て
と
れ
た
。

四
季

耕
作

図

の
和
様
化

に
貢

献

し
た

と
さ
れ

る
探

幽

、
久
隅

守
景

の
作

品

も
そ

の
め
ざ
し

た
方
向

は
、

風
俗
画

で
あ

り
、

そ

の

べ
ー

ス
は
、
中

国
耕

織
図

で
あ

っ
て
月

次
絵

の
継

承

で
は
な

か

っ
た
。

そ

の
点
、

摂
津

を
含

む
上
方

に
お
け

る
四
季
耕
作

図

は
、
そ

も
そ

も
中

国
耕

織
図

の
影
響

を
受

け
ず

、

月
次
絵

を
継

承
、

展
開

し

て
お
り
、
江

戸

に
お
け
る
展
開

と
は
異

な

る
も

の
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ

る
。
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註(
1
)

河
野
通
明

「
摂
津

の
四
季
耕

作
図
展

か
ら
見
え

る
も

の
」

(吹

田
市

立
博
物
館

編

『農
耕

の
風

景

摂
津

の

四
季
耕

作
図
』

二
〇

〇
〇
年

四

月
)
。

(2
)

家
永

三
郎

『上
代
倭
絵
全
史
』

(墨
水
書
房
、

一
九
六
六
年

)
。

 (3
)

武
田
恒
夫

「
月
次
絵

と
そ
の
系
譜

」

(滋
賀
県
立
近
代
美
術
館

編

『月
次
絵

-

十

二
ヶ
月

の
風
物
詩
」

一
九
九
五
年

一
〇
月

)
。
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(
4
)

河
野
通
明

「
農
具

と
農
業

は
ど
の
よ
う

に
描

か
れ

て
き
た

か
」

(町

田
市
立
博
物
館
編

『農
耕
図

と
農
耕

具
展
』

一
九
九
三
年
)
、
河
野
通
明

「
日

本
人

は
な
ぜ
四
季
耕
作
図
を
好

ん
だ
か
」

『
瑞
穂

の
国

・
日
本

ー

四
季
耕
作

図

の
世
界
』

(淡
交
社
、

一
九
九
六
年
)
。

(
5
)

河
野
通
明

『
瑞
穂

の
国

.
日
本

ー

四
季
耕
作
図

の
世
界
』
、
河

野
通
明

「
四
季
耕

作
図

の
変

遷
ー

人
物
数

と
場
面
配
置

か
ら
切

る

(1
)
～

(
3

)
」

(
『
民

具

マ
ン

ス
リ

ー
』

三
〇

1

七

・
八

・

一
〇

、

一
九

九

七

年

一
〇

・

一

一
月

・

一
九

九

八
年

一
月

)
。

181716ユ514131211109876
)))))))))

河
野
通
明

「
四
季
耕
作
図
と
近
世
百
姓
」
(栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
編

『四
季
耕
作
図
の
世
界

描
か
れ
た
農
事
風
暴
』

註
(1
)前
掲
書
。

武
田
恒
夫

『
日
本
絵
画
と
歳
時
』

(ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
〇
年
)
。

武
田
恒
夫

『洛
中
洛
外
図
』

(京
都
国
立
博
物
館
編
、

一
九
六
六
年
)。

河
野
通
明

㎜
四
季
耕
作
図

の
変
遷

ー

人
物
数
と
場
面
配

置
か
ら
切

る

(
1
)
～

(
3
)
」

福
田
源
三
郎

『越
前
人
物
志
』
下
巻

(玉
雪
堂

、

一
九

一
〇
年
)
、
石
井
左
近

『敦
賀
人
物
誌
』

(敦
賀
私
立
郷
土
博
物
館
、

荒
木
矩
編

『大

目
本
書
書
名
家
大
鑑
傳
記
上
編
』

(第

一
書

房
、

一
九
七
五
年
)
。

山
本
秀
夫

「
民
俗
的
視
野

に
立

っ
て

の

「
四
季
耕
作
図
屏
風
」

の
考
察
」

(
『瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館

紀
要
朕
』
別
冊
、

註

(13
)
前
掲
書
。

相
模
原
市
立
博
物
館
編

『描

か
れ
た
農
耕

の
世
界
』

(
一
九
九
九
年

二

月
)
。

註

(15
)
前
掲

書
。

『瑞
穂

の
国

・
日
本

ー

四
季
耕
作

図

の
世
界
』
。

河
野
通
明

「
四
季
耕
作
図

の
展
開
」

(相
模
原
市
立
博
物
館
編

『描

か
れ
た
農
耕

の
世
界
』

一
九
九
九
年

一
一
月
)
。

(
ふ
じ

い

・
ひ

ろ

ゆ
き

九
九

二
年
)
。

一
九
五
六
年

)
。

一
九
九
六
年

三
月
)
。

日
本
民
俗
学
)
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